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概要

マークレビンソン NO5805 および NO5802 インテグレーテッド･
アンプのご紹介
マークレビンソン ® のインテグレーテッド･アンプをお買い上げ
いただき、ありがとうございます。世界最高峰の再生能力を持つ
オーディオ機器のオーナーとなられました。何年にもわたり、卓越
した音楽体験をお楽しみになれることをお約束します。

N05805 および N05802 は、数十年にわたる最先端のオーディオエ
ンジニアリングと最新の技術を活かし、比類のないパフォーマン
スおよび価値をお届けします。大胆なインダストリアルデザイン、
全段ディスクリート構成の PurePath回路、PrecisionLinkII DAC、
MainDrive ヘッドフォン電源、強力なデュアルモノラルクラスの AB

増幅を搭載したN05805 および N05802 は、プレミアム機能と高い
柔軟性を提供し、絢爛かつ忠実な再生を可能にします。N05805 は、
アナログおよびデジタル入力に対応し、N05802 はデジタル入力の
みに対応しています。N05805 および N05802 は、誇りを持って米国
にてデザイン、エンジニアリング設計、そして精密製造されています。

インダストリアルデザイン
堅牢な材質、豪奢な仕上げ、際立つ造形は、マークレビンソンの
デザインの象徴とも言えるでしょう。厚さ 1インチのビーズブラ
スト加工と黒アルマイト加工を施された硬質アルミニウム製のフ
ロントパネルは、滑らかなガラスディスプレイにシームレスに流
れるように機械加工されています。ガラスディスプレイ自体は、透
明なアルマイトのベゼルに埋め込まれています。

マークレビンソンの表徴的な曲線を描くノブは、より洗練されたデ
ザインとなりました。優しくカーブする側面が丸みを帯びた前面に
移行するデザインは、底の支え部分にも採用されています。デボ
ス加工されたトップカバーの通気口、ガラスパネルの裏側にスクリ
ーン印刷されたロゴ、アルミニウムボタンと、ディテールにこだわ
ったデザインとなっています。エレガントな 5000シリーズには、カ
スタムアルミニウムの IRリモートコントロールが付属しています。

デジタルオーディオ
N05805 および N05802 は、マークレビンソン PrecisionLink II 

DACを搭載し、突出したデジタルオーディオ能力をご提供します。
最新世代の ESS Sabre 32 ビット DAコンバーターとジッター除

去回路、完全バランス設計のディスクリート構成 I/V回路が、デジ
タルオーディオ処理ステージの心臓部を構成しています。ユー
ザーが選べる 7個の PCM フィルターおよび DSD再生の 4つの
ローパスフィルターが用意されています。

両モデルとも、MQA（Master Quality Authenticated）に対応し、
MQAオーディオファイルおよびデジタル入力からのストリーミン
グの再生が可能です（非同期 USBを除く）。さらに、Bluetooth受
信機は、AptX-HDを搭載しており、最高品質の Bluetooth再生が
可能です。

MainDrive A級ヘッドフォン電源
高い評価を頂いた 500 シリーズのコンポーネントと同様、N05805 

および N05802は、MainDrive ™ヘッドフォン出力を搭載しており、
別のヘッドフォンアンプなしで、純粋な A級でヘッドフォンを直接
駆動するために特別設計された電流・電力容量のプリアンプ出力
ステージを採用しています。

増幅
全段ディスクリート構成の直結型 AB級アンプチャンネルは、左右
のチャンネルに個別の二次巻線を備え、特大（500+ VA）のトロイダ
ルトランスが電力を供給します。電圧ゲインステージは、高い評価
を頂いたN0534アンプから直接継承したトポロジーを採用してい
ます。これは、A級で作動する 2つの高速ドライバトランジスタと
6つの 260V、15A出力トランジスタで構成される出力ステージに
相当します。チャンネル毎に 4個の 10,000μFのコンデンサを出
力ステージ回路基板に直接配置することで、8Ωで 125W/チャン
ネルの保守に十分な電流を楽に提供し、大幅な電力増加と 4およ
び 2Ωの負荷で、信頼できる動作を実現します。可変ラインレベル 

RCA 出力は、システム拡張と柔軟性を実現します。

コントロール
システムインテグレーションおよび通信ポートには、Ethernet、
RS-232、IR入力と 12V トリガ入出力が含まれます。構成のセッ
トアップ、インポート、エクスポート、PCおよび標準ｗ ebブラウ
ザを使用したソフトウェア更新を、内部 webページで行うこと
ができます。さらに、主なコントロールシステムのドライバも利
用することができます。

概要
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概要

N05805 アナログ入力ステージ
N05805の基盤は、独自の PurePath回路構成にあります。全段デ
ィスクリート構成の直結型のデュアルモノラル、ラインレベルプ
リアンプ回路は、Sheltonデザインチームが 2つの特許を出願中
です。音量調整用のデジタル制御されたレジスタネットワークと
組み合わせた独自のシングルゲインステージで、最高のシグナル
インテグリティと最大限の帯域幅を維持します。カスタムのマー
クレビンソン RCA コネクタを使用した 3つのステレオラインレ
ベル入力（1つのバランス XLRと 2つのシングルエンド）は、 そ
れぞれ独自の高信頼性信号スイッチングリレーを備えています。 

新しく設計されたフォノステージは、高性能とスペ―ス効率の
ために低ノイズの集積回路と高い評価を頂いた N0500 シリー
ズ Pure Phonoステージからの主要なディスクリートコンポーネ
ントを統合するハイブリッドゲイントポロジーが特徴です。また、
N0500 シリーズと同様に、ハイブリッドアクティブ /パッシブ RIAA

イコライザーは、精密レジスタとポリプロピレンコンデンサを採
用し、卓越した精度と音質の明瞭度を実現しています。ユーザー
はセットアップメニューから MM/MCゲインと超低周波音フィル
タを選択できるほか、背部パネルから容量およびレジスタの負荷
設定に容易にアクセスすることができます。

ハイライト

デジタル入力

• USB 2.0 ⅹ1、同軸 S/PDIF ⅹ1、光 S/PDIF（№ 5805） ⅹ2

• USB 2.0 ⅹ1、同軸 S/PDIF x 2、光 S/PDIF、および AES/EBU 

（№ 5802） x 1

• 384kHz/32 bit PCM および DSD 11.2MHz 能力

• aptX-HD対応Bluetooth オーディオ入力

• フル MQA デコーディング

アナログ入力（№ 5805のみ）

• XLRバランス ステレオ ｘ 1、ＲCA ステレオ ｘ 2、RCA フォノ
（MM/MC） ｘ 1

• HTプロセッサパススルーモード

出力

• ライン出力: RCA ステレオ（可変） ｘ 1

• ヘッドフォン出力: 1/4-インチ/6.35mm ジャック（フロントパ
ネル） ｘ 1

• スピーカー出力: 高電流バインディングポスト 2組

コントロール

• コントロールポート: Ethernet（RJ45）、RS-232（DB9）、12Vトリ
ガ入出力および IR入力（3.5mm ジャック）

• Webページでの設定、構成インポート/エクスポート、ソフトウェ
ア更新

• 同梱のコンパクトなIRリモートコントロール

• サードパーティオートメーション向けコントロールモジュール
最新情報については、www.marklevinson.comをご覧ください。
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設置 

包装箱の開梱
N05805/N05802 を開梱する場合 :

• 梱包材は、将来、インテグレーテッド･アンプを輸送する際に必
要となるため、保管してください。

• インテグレーテッド･アンプに輸送中の損傷の兆候がないか
を点検してください。損傷が見つかった場合は、マークレビ
ンソン® の正規販売店に問い合わせの上、適切なクレーム
請求の方法を確認してください。

• 付属品を確認し、包装箱から取り出してください。下記の付属
品がすべて揃っているかを確認してください。同梱されていな
いものがある場合は、マークレビンソン の正規販売店までお
問い合わせください。

IEC 電源コード ｘ 1（本製品の輸送先の地域に応じた準じたプラグ）

リモートコントロール ｘ 1、単 4形電池 ｘ 2

オーナーズマニュアル ｘ 1

安全のしおり ｘ 1

リモート用六角工具 ｘ 1

購入から 15日以内にN05805/N05802の製品の登録をお願
いします。www.marklevinson.comでオンラインで登録しま
す。日付が記載された領収書の原本は、保証の対象である
ことを証明するものであるため、大切に保管してください。

設置および換気

• インテグレーテッド･アンプはオープンラックの棚の最上段な
ど、上に何もない棚に設置し、適切な換気を確保してくださ
い。インテグレーテッド･アンプは、密閉型キャビネットやラック
の内側に設置しないでください。

• インテグレーテッド･アンプが頑丈で平坦かつ水平な面に設置
されていることを確認してください。

• インテグレーテッド･アンプは、相互接続ケーブルをできるかぎ
り短くするため、関連するオーディオコンポーネントにできる
かぎり近接した場所に設置してください。

• 直射日光が当たらず、乾燥した、換気のよい場所を選択して
ください。

• N05805/N05802 を高温多湿、蒸気、煙、湿気あるいは過剰な量
の埃のある場所で使用しないでください。

設置
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設置 

電源要件
N05805 は、工場出荷時に、50Hzまたは 60Hzで、100、115、また
は 230VACの電力で 動作するように設定されています。アンプ
を操作する前に、AC入力コネクタ近くの背部パネルの電源ラベ
ルに正しい動作電圧が表示されていることを確認してください。
N05805/N05802の販売地域で使用するための取外し可能なＩＥＣ
電源ケーブルが同梱されています。

N05805/N05802 が意図された電圧以外のＡＣ電圧に接続すると、
安全および火災の危険の原因となる可能性があり、本機を損傷
する恐れがあります。N05805/N05802 の電圧要件について、あ
るいはお住まいの地域の電源電圧についてのお問合わせは、
N05805/N05802 を AC電源コンセントに差し込む前に、マークレ
ビンソン現地販売店までお問い合わせください。

警告 ! オーディオシステム内のあらゆるコンポーネントが適切
に接地されていることを確認してください。「接地リフター」あ
るいは「チーター」の類のアダプターを使用することは、電極ま
たは接地タイププラグの安全取扱上の目的を顧みない行為とな
ります。コンポーネント間に危険な電圧が蓄積され、怪我および
/または製品の損傷につながる恐れがあります。

注意：N05805/N05802 は、卓越したパワーレベルで驚異的な
サウンドをご提供する製品です。リスニング環境や、使用す
るスピーカーの要求とアンプの数に応じて、電気サービス
がお使いのシステムの性能を制限する可能性があります。 

このような場合は、システム専用の AC回路を取り付けるこ
とを検討してください。お使いのシステムに複数の AC回
路で電力供給する場合は、有資格電気技師にお問い合わせ
の上、すべてのコンポーネントが同じ堅牢な低インピーダ
ンスの接地基準で動作していることを確認してください。

雷雨の際、あるいは長期間使用しない場合は、N05805/N05802を
ACコンセントから抜いてください。

警告：本機を移動する場合は、その前に電源コードを AC電源コ
ンセントと背部パネルから外し、電源がオフになっていることを
確認してください。

動作状態
N05805/N05802 には 3つ動作状態があります。

オフ : 背部パネルから電源コードを抜き、AC主電源を切った状
態です。

スタンバイモード : スタンバイモードには、［セットアップ］メニュ
ーから選択できる 3つの設定があります。グリーン、省電力、通常
モードです。（スタンバイモード設定の変更に関する詳細は、22 

ページを参照してください。） 

グリーンモード : このモードでは、アンプのほぼすべての回路
の電源を落とします。IRコントロール信号、5V～ 12Vトリガ、
または Standbyボタンの 2重押しでのみ、本製品をオンに戻
すことができます。このモードは最大レベルの電力節約とな
ります。、工場出荷時のデフォルトのスタンバイモードです。

省電力モード : このモードでは、オーディオ回路の電源を落と
しますが、コントロール回路に電力が供給され、フロントパネ
ルのコントロール、リモートコントロール、あるいは webブラ
ウザのグラフィックユーザーインターフェイス（GUI）からのコ
マンドを受信することができます。このモードでは、中程度の
電力節約となります。

通常モード : このモードでは、ディスプレイの電源が落とされ、
オーディオ出力をミュートにしますが、コントロール回路およ
びオーディオ回路すべてに電源が供給されます。このモード
では、電力の節約は最小限となりますが、N05805/N05802s オ
ーディオ回路は常に最適なパフォーマンスを提供するために、
ウォームアップ状態にしたままにすることができます。

オン : 本機全体に電源が供給され、構成されたすべての出力が
アクティブになります。

N05805/N05802 には自動オフ機能があり、ユーザーのコントロー
ル入力またはオーディオ信号を受信しない時間が 20分を超える
と、自動的にスタンバイモードになります。自動オフ機能の工場
出荷時のデフォルト設定は、必要に応じて特定の地域ではオン（作
動）にされています。自動オフ機能は、［セットアップ］メニューで
無効にすることができます（16ページの「セットアップ」を参照
してください）。
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接続

接続
NO5805 背部パネルの概要

NO5802 背部パネルの概要

ライン出力 

（可変）

ライン出力
（可変）

更新用 USB A

更新用 USB A

Ethernet

Ethernet

RS232 DB9F

RS232 DB9F

IR入力

IR入力

トリガ入出力

トリガ入出力

XLRバランス ア
ナログ入力

2つのシングルエンド
RCAアナログ入力

ムービングマグネット形式およ
びムービングコイル方式入力 デジタル入力 :

• 非同期 USB 2.0 B オーディオ
• 光学 ｘ 2

• 同軸 ｘ 1

デジタル入力 :

• AES XLR入力
• 非同期 USB 2.0 B オーディオ
• 光学 ｘ 2

• 同軸 ｘ 2

各種タイプのコネクタに
対応したスピーカー端末

各種タイプのコネクタに対
応したスピーカー端末

容量および抵抗
負荷の選択
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接続

外部コンポーネントの接続
警告：接続する前に、N05805/N05802 およびすべての関連コンポ
ーネントの電源がオフになり、コンセントが外されていることを
確認してください。

左右チャンネルスピーカー用バインディングポスト : N05805/

N05802 は、金メッキ、高電流スピーカー用バインディングポスト
を利用しています。+極バインディングポストは +（陽極）表示で
赤色、－極バインディングポストは黒色で、–（陰極）表示されてい
ます。バインディングポストには、錫メッキなしの裸線、スペードラ
グ、およびバナナプラグで終端されたスピーカーケーブルに対応
します。

警告：バインディングポストは締め過ぎないでください。バイン
ディングポストのナットを曲がったコネクタやサイズが合わない
コネクタに無理に押し込まないでください。バインディングポス
トを損傷する恐れがあります。

お使いのスピーカーを N05805/N05802 のスピーカー用バインデ
ィングポストに接続します。16ゲージまたは大型スピーカーワイ
ヤを使用して、最高の忠実度のパフォーマンスを確保します。ス
ピーカーの陽極 （+）端子を N05805 の陽極（+）赤色バインディン
グポストに、スピーカーの陰極 （–）端子を N05805 の陰極（–）黒
色バインディングポストに接続します。正しい極性（+/+、-/-）に従
わず、スピーカーを位相をずらして接続しないと、低音のレスポ
ンスが悪くなり、ステレオイメージングが不鮮明になります。

警告：陽極と陰極出力を短絡させないように注意してください。
陽極または陰極出力はシャーシあるいはその他の安全接地に短
絡させないでください。

注意：このパワーアンプのオーディオ出力は北米で
はクラス 2（CL2） 回路とみなされます。すなわち、
このアンプとスピーカーとの間に接続されるワイヤ
は、クラス 2（CL2）以上であること、米国電気工事規程
（NEC） 第 725条またはカナダ電気工事規程（CEC） 
第 16 項に従って取り付けられていることを意味します。

MainDrive ヘッドフォン出力（フロントパネル）: 1/4” TRS [Phone]

プラグまたはアダプターを備えたヘッドフォンを接続してくだ
さい。ヘッドフォンを差し込むと、スピーカーとライン出力がミ
ュートになります。 

バランスアナログ入力（Nº5805 のみ）: これらのコネクタは、
バランス型（オス型 XLR） 出力コネクタを備えたソースコンポ
ーネントから、左チャンネルと右チャンネルのバランス入力信
号を受け取ります。

バランス入力コネクタ 

（雌 XLR）

ピン 3 ピン 1ピン 2

バランスコネクタピンの割り当て：

ピン 1: シグナルグラウンド

ピン 2: 信号 +（非反転）

ピン 3: 信号 –（反転）

コネクタ接地端子: シャーシ接地
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シングルエンドアナログ入力（N05805 のみ）: N05805 には、チャ
ンネルごとに 2つのアナログ RCA入力コネクタ（ラベル S1およ
び S2）があり、アンバランス RCAタイプの出力コネクタを備えた
ソースコンポーネントからの左チャンネルおよび右チャンネルの
シングルエンド入力信号を受け入れます。 

フォノ入力（N05805 のみ）: N05805には、チャンネルごとに 2つ
のアナログフォノプリアンプ入力（ラベルMMおよびMC）があり、
左チャンネルと右チャンネルのムービングマグネット（MM）およ
びムービングコイル（MC）のフォノカートリッジ入力信号を受け
入れます。 

ムービングコイルカートリッジを搭載したターンテーブルをMM

入力に接続します。ムービングコイルカートリッジを搭載したター
ンテーブルをMC入力に接続します。 N05805はターンテーブル
を 1つだけ接続することができます。ターンテーブルに接地線が
付いている場合は、接地用ネジに接続します。 

フォノ入力に隣接する白色の DIPスイッチは、ムービングコイル
カートリッジの入力抵抗とムービングマグネットカートリッジの入
力容量を設定します。設定を正しく選択することが、ターンテー
ブルが最高のパフォーマンスを発揮するためには不可欠です。
推奨される負荷設定については、カートリッジのオーナーズマニ
ュアルを参照してください。必要に応じてスイッチを上げ下げす
るには、宝石職人用のドライバーなど、小型の工具を使用してく
ださい。工場出荷時のデフォルトでは、すべてのスイッチが下の
位置にあります。下図に従って、正しく設定を行ってください、。指
定された設定に最も近い設定を選択してください。例えば、指定
されたMCの負荷が 100Ωの場合は、110Ωの設定を使用します。 

警告：DIPスイッチの再設定中は、音量を非常に低いレベルに設
定する必要があります。 

警告：ターンテーブル以外のソースコンポーネントにはフォノ入
力を使用しないでください。

フォノ入力はバランスがとれています。接地スイッチ  を上の
位置に設定すると、接地への入力を基準とします。この設定は、
過度のノイズやハムがある場合に便利です。

接続

1 2 3 4 5 6

    x x 1000Ω
    x x 500Ω
    x x 250Ω
    x x 200Ω
    x x 125Ω
    x x 110Ω
    x x 90Ω
    x x 82Ω
    x x 62Ω
    x x 52Ω
    x x 43Ω
    x x 37Ω

x x x x   20pF
x x x x   70pF
x x x x   120pF
x x x x   170pF

Moving Coil Moving Magnet Loading  
Value

Loading Switches

1000Ω

500Ω

250Ω

200Ω

125Ω

110Ω

90Ω

82Ω

62Ω

52Ω

43Ω

37Ω

20pF

70pF

120pF

170pF

負荷スイッチ

ムービングコイル ムービングマグネット 負荷値
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デジタル入力（Nº5805）: N05805 には、1つの非同期 USB-B 

（USB アイコン表示 ）、2つの光学（TOSLINK） S/PDIF
接続（T1と T2の表示） および 1つの同軸（RCA） S/PDIF接続 

（C1の表示）、の4つのデジタルオーディオ入力コネクタがあります。 

デジタル入力（N05802）: N05802には、以下の 6個のデジタル
オーディオ入力接続が備えられています。AES/EBU形式の XLR 

接続（AES/EBUの表示）、非同期 USB-Bデジタルオーディオコ
ネクタ（USBアイコンの  表示）、2つの光学（TOSLINK）  
S/PDIFコネクタ（T1と T2の表示）、および 2つの同軸（RCA）  
S/PDIFコネクタ（C1とC2の表示）。

USBポート : この USB Type-Aコネクタを使用すると、将来提供
される可能性のあるファームウェアの更新を実行したり、標準の
USBドライブまたはメモリスティック（FAT32 形式）経由でセット
アップ構成をインポートおよびエクスポートすることができます。
ファームウェアの更新は、本機が Ethernetケーブルでローカル
エリアネットワーク（LAN） に接続されている場合、ダウンロード
して実行することもできます。（ファームウェアの更新方法に関す
る詳細は、24ページを参照してください。）

Bluetooth: Bluetooth 対応スマートデバイスを N05805/N05802 

とペアリングして、オーディオコンテンツを、ワイヤレスでストリ
ーミングすることができます。統合 Qualcomm® aptX ™ -HDオー
ディオは、お使いの Bluetooth® ワイヤレス対応デバイスによる
高品位（HD） オーディオの配信を保証します。（Bluetooth のペア
リング方法に関する詳細は、19を参照してください。） 

ライン出力コネクタ : これらの RCAジャックから、選択した入力
をゾーン 2のスピーカーに接続されたアンプ、または録音機器
への送信に使用可能なラインレベルの左チャンネルおよび右チ
ャンネルの信号を供給します。 

注意：ライン出力は可変です。「音量」、「バランス」
および「ミュート」のコントロール設定に従います。

Ethernet ポ ート : こ の RJ45 ジ ャック は、Cat5e ま た は
CAT6Ethernetケーブルを経由してホームネットワークへの接続を 

 

 

サポートし、ブラウザベースのセットアップパネルから、［セットアップ］
メニューおよびその他コントロールにアクセスすることができます。 

IR入力コネクタ : このコネクタは、他の機器からの IR（赤外線） 
コントロール信号を受け取ります。IRコードデータについては、
www.marklevinson.com を参照してください。

RS-232ポート : この DB9Fコネクタは、標準 RS-232プロトコ
ルによるシリアルコントロールを提供します。RS232コードデータ
については、www.marklevinson.comを参照してください。 

トリガ出力コネクタ : この 3.5mmチップ /スリーブコネクタは、オ
ーディオシステムやリスニングルームのその他コンポーネント、例
えば、アンプ、照明、ウインドウシェード等をオンにするために使用
することができます。12V 100mA DC 信号は、N05805/N05802の電
源がオンのときは常に出力されます。(下図を参照してください。）

トリガ入力コネクタ : この 3.5mmチップ /スリーブコネクタは、
トリガ電圧を供給するその他のシステムコンポーネントまたはコ
ントロールシステムのトリガ出力に接続することができます。本
機は、この接続で 5Vから 12V DCの電圧を検出すると、常にオン
になります。この接続でトリガ信号が止まると、N05805/N05802は
スタンバイモードとなります。（上の図を参照してください。）

AC主電源コネクタ : このコネクタは、付属の電源コードを ACコ
ンセントに接続すると、N05805/N05802に AC電力を供給します。
この接続は機器の接続作業の最後の作業であるべきです。 

雷雨時や長期間使用しない場合は、AC電源コンセントから本機
を抜くことをお勧めします。

注意：すべてのソースコンポーネントを N05805/N05802 に
接続した後、[セットアップ ]メニューを使用して、すべて
の未使用の入力名を「Disable」に設定することをお勧め
します。これで、未使用の入力を利用可能な入力候補から
削除し、入力をスクロールする際にスキップします。（詳細
は、18ページのセットアップ /入力を参照してください。）

接続
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バランスアナログソ
ースコンポーネント

シングルエンドアナログ
ソースコンポーネント

デジタルソースコン
ポーネント

コンピューター

USBポートへ

右スピーカー 左スピーカー

接続
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クイックリスニング  /  コントロール

コントロール
N05805/N05802は非常に柔軟性が高く、フロントパネルのコント
ロールノブ、IRリモコン、サードパーティコントロールシステムと
の統合など、多様な設定およびコントロール方法が提供されます。
さらに、PCまたはタブレットや標準 webブラウザを使用して、内
部 webページで、設定の構成、インポートおよびエクスポート、ま
たファームウェアの更新が可能です。

1. 付属の電源ケーブルを N05805/N05802 の AC主電源コネクタ
と電源コンセントに接続します。N05805/N05802およびすべて
のソースコンポーネントの電源をオンにします。

2. N05805/N05802のフロントパネルの[Standby]ボタンを押すか、
リモートコントロールでオンにします。

3. N05805/N05802の[入力 選択]ノブを回すか、リモートの[選択+/–]

ボタンを押して、聴きたいソースコンポーネントの入力を選択し
ます。

4. N05805/N05802 の音量が適切なレベル（30 が適切な始点で
す） に設定されていることを確認します。 

5. 選択したソース機器の再生を開始します。

6. 楽にくつろぎながら、マークレビンソンのハイパフォーマンス
なオーディオシステムの卓越した臨場感をお楽しみください。

7. 新しいアンプで最高のパフォーマンスと利便性を引き出す方
法についての詳細は、引きつづきマニュアルをお読みくださ
い。決して後悔なさらないでしょう。

クイックリスニング
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コントロール

N05805/N05802 は、人間工学を考慮したエレガントかつシンプル
なデザインです。そのため、ノブは、動作モードに応じて多様な機
能を実行します。ノブにはリスニングモード、セットアップモードの
2つの操作モードがあり、さらに、グリーン、省電力、通常の 3つ
のスタンバイモードがあります。

このセクションをよくお読みになり、作動モードについて時間を
かけて確認してください。セットアップモードに入る前に、音量
は低音あるいはずっと下げることを強くお勧めします。 

スタンバイボタンと LED: このボタンを押して、N05805/N05802 
を スタンバイモードにしたり、終了させたりすることができます。
本機の電源がオンになると、LEDが赤色に点灯します。本機がス
タンバイ状態の場合は、LEDはゆっくりと点滅します。 

入力 /選択ノブ : リスニングモード中に、このノブを回転させて、
すべての出力に送信したいソース信号を選択します。フロントパ
ネルのディスプレイには、選択した入力ソース名と音量レベルが
表示されます。（注意 : [選択 ]ノブは、セットアップモードで入力
名のパラメータを「無効」と設定した入力信号は、すべてバイパス
します。セットアップモードでは、このノブを回して、メニューの選
択肢をスクロールします。

IR 受信機 : IR 受信機は、背部パネルの IR入力が使用されて
いないときは、付属のリモートコントロールからコマンドを受信し
ます。

メニューボタン : このボタンを押すと、[セットアップ ]メニューが
表示され、このボタンを使用して N05805/N05802 を他のシステ
ムコンポーネントや個別設定に合わせてカスタマイズすることが
できます。このボタンでは、メニューパラメータの深度が 2レベ
ル以上となる場合に、「戻る」機能を実行します。

ヘッドフォン出力 : 1/4インチのチップ /リング /スリーブ [Phone]
プラグまたはアダプタを備えたヘッドフォンを接続します。ヘッドフ
ォンをスピーカーに差し込むと、ライン出力はミュートになります。

音量 /スクロール /入力 : このノブは、ロータリーエンコーダと
スイッチです。リスニングモードでは、このノブは、音量調節の役
割を果たします。ノブを回して、音量レベルを調節します。[メニュ
ー ]ボタンを押して、セットアップモードに入ると、このノブで設定
オプションをスクロールしてボタンを押すと、表示された選択肢
を選択あるいは選択解除します。リスニングモードでは、［入力］
ボタンでデジタル入力のサンプリングレートを表示します。サン
プリングレートとあわせて「MQA」または「MQA.」が表示される場
合は、製品が MQA形式のストリーミングかファイルをデコードし
て再生していることを示します。「MQA.」は、MQA Studio形式の
ファイルが再生されていることを表します。この形式は、スタジオ
でアーティストまたはプロデューサーによって、あるいは著作権
保有者によって承認されていることを示します。

フロントパネルディスプレイ : 最高 32文字の英数字を表示する
ディスプレイは、N05805/N05802 の作動ステータスに関する情報
を提供します。通常の作動時は、選択した入力ソース名と音量レ
ベルが表示されます。 

フロントパネルの概要
入力 /選択ノブ IR 受信機 音量 /スクロール /入力
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コントロール

リモートコントロール
リモートコントロールの概要

スタンバイモード : このボタンを押して、N05805/N05802 を スタン
バイモードにしたり、終了させたりすることができます。このボタン
を2回押すと、本機がグリーンのスタンバイモードから起動します。

Input +/-: これらのボタンを押して、利用したい入力ソースを選
択します。リレーが切り替わるまで少しかかります。入力ソース
名と音量レベルが、フロントパネルディスプレイに表示されます。
[入力 +/-]ボタンも、セットアップモードでの機能選択に使用し
ます （16ページを参照してください )。

Volume +/– ボタン : これらのボタンを押して、スピーカー、ライ
ンおよびヘッドフォン出力の音量レベルを調節します。最小音量
レベルは 0で、デフォルトの最大音量レベルは 80ですが、この数
値は [ セットアップ : ［音量 ]メニューで変更できます （21ペー
ジを参照してください )。

Menu: このボタンを押して、[セットアップ ]メニューを表示し
ます。このメニューで、N05805/N05802をカスタマイズし、お使
いのシステムおよび環境を適切に設定することができます。 
[セットアップ ]メニューが有効になると、フロントパネルディスプ
レイに「セットアップ」と表示されます。このボタンでは、メニュー
パラメータの深度が 2レベル以上となる場合に、「戻る」機能を
実行します。

Mute: このボタンを押して、スピーカー、ライン、ヘッドフォンの
出力を、[セットアップ ]メニューで指定した量（デフォルト値は 
-40dB）に消音したり、消音を解除します。ミュート機能を有効に
すると、フロントパネルディスプレイに「Mute」と表示されます。

Enter: セットアップモード時に、このボタンを押してメニューアイ
テムを選択または選択解除します。

Balance: このボタンを押して、左右チャンネルバランスを設定しま
す。<- - L/R - -> の記号がフロントパネルディスプレイに表示され
ます。バランスを変更するには、[音量 +]ボタンを使用して、チャン
ネルバランスを右に 1dB単位でシフトさせます。[音量 –]ボタン
を使用して、チャンネルバランスを左にシフトさせます。シフトでき
るのは最大 -20dBで、その後は逆チャンネルのオフへと続きます。

バランスモード中は、他の調整機能は作動しません。バランスモ
ードを終了するには、[Balance]ボタンを 1秒間押します。

Bluetooth トランスポートコントロール：Bluetooth のソースを利用
する際、互換性のあるアプリを使用している場合は、このボタンで
そのアプリのナビゲーションをコントロールすることができます。

standby

input volume

enter menu

balance mute
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リモートコントロールの操作

電池の取付
お使いの N05805/N05802 リモートコントロールには、AAA（単 4形）
アルカリバッテリが 2本付属しています。電池を入れるには、付
属の六角工具を使用してバッテリカバーを外し、電池を挿入して
から、バッテリカバーを戻し、六角ネジを締めます。正しい電極で
電池を取り付けたかを確認してください。 

standby

input
volume

enter
menu

balance
mute

リモートコントロールの使用
リモートコントロールは本機のフロントパネルの IR受信機の方
向に向けて使用します。家具など、リモコンと受信機の間に遮断
物がないことを確認します。明るい照明、蛍光灯やプラズマビデ
オディスプレイは、リモコンの正常な機能の妨害となる場合があ
ります。

• リモコンの最大有効範囲は17 ft （5m）ですが、照明の条件によ
って変化することがあります。

• リモコンの感応範囲は、本機の左右最大45°の角度となります。

• アンプを着色ガラスの後ろに置くと、リモートコントロールの
感応範囲が狭まります。

リモートコントロールの反応が不安定になる場合は、電池を 2本
とも新しいものと交換してください。

コントロール
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ブラウザのセットアップページ （BSP）
BSPは、セットアップ機能を実行したり、動作不良や温度を監視
するために、お使いのアンプのファームウェアを最新なものに維
持するための非常に便利な手段です。PCまたはタブレットで主
要なWebブラウザを使用してアクセスすることができます。BSP

にアクセスするには、まず本機をローカルエリアネットワーク（LAN）
に接続する必要があります。すぐに LANに接続できない場合は、
他のセットアップとコントロール方法も用意されています。詳細は、
本マニュアルを参照してください。

• N05805/N05802 の背部パネルのEthernetポートに、カテゴリー
5e またはカテゴリー6のEthernetケーブルを接続し、ホームネ
ットワークのルーター、スイッチまたはハブのEthernetポートと
接続します。

• [セットアップ]メニューから[Advanced/Network/IP]を開き、
お使いの機器のIPアドレスを入手します。

• ご家庭のLANに接続されたPCまたはタブレットでブラウザを
開きます。

• お使いのアンプのIPアドレスをアドレスバーに入力します。

• アンプのブラウザセットアップパネルのホームページが画面に
表示されます。

• BSPを使ったコントロール操作は直感的に使いやすく、フロン
トパネルやリモートコントロールと同じように利用できます。 

注意：ネットワークのレイテンシのため、フロントパネルあ
るいはリモートコントロールの代わりに、BSPをリアルタ
イム音量、入力選択、あるいはその他のリスニングモード
機能に使用することはお勧めしません。

注意：フロントパネルに表示される情報は、[ホーム ]と [詳
細更新 ]ページの上部にも表示されます。

コントロール
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セットアップ

セットアップメニューのナビゲーション
マークレビンソンのインテグレーテッド･アンプのパフォーマンス、
電力効率および利便性を高めるため、[セットアップ ]メニューで
カスタマイズおよび構成することができます。

[セットアップ ]メニューにアクセスしてナビゲートするには、フロ
ントパネルまたはリモートコントロールを使ってフロントパネルデ
ィスプレイを操作する方法と、ネットワーク対応機器のブラウザ
セットアップページを利用する方法との 2通りあります。どちら
の方法でも、手順は変わりません。 

リモコンおよびフロントパネルの操作
[メニュー ]ボタンを押すと、インテグレーテッド･アンプのフロン
トパネルディスプレイに [セットアップ ]が表示されます。[セット
アップ ]メニューが有効になっている間、[選択 ]ノブを使用して
オプションをスクロールし、フロントパネルの [選択 ]ノブまたは
リモコンの [入力 ]ボタンを使用してオプションを選択および選
択解除し、[音量 ]ノブを使用してパラメータを調節します。メニ
ューで 1つ前のレベルに戻る（あるいは [セットアップ ]メニュー
を終了する）には、必要なメニューが表示されるまで [メニュー ]

ボタンを、繰り返し押します。

ブラウザセットアップページ（BSP）の操作
インテグレーテッド･アンプをホームネットワーク経由で PCま
たはタブレットに接続し、ブラウザを開きます。N05805/N05802と
同じネットワークに接続された主要なブラウザにお使いのアンプ
の IPアドレスを入力するだけで、数秒でBSPの画面が開きます。
BSPの応答時間はネットワーク速度および接続の質に影響を受
けます（N05805/N05802で IPアドレスを探す方法については、
15 ページを参照してください）。[ホーム ]画面には、上部近く
に現在有効な入力名、スライダー表示の現在の音量レベル、そし
てナビゲーションのコントロールが表示されます。また、[SW更
新ボタン ]では FTPサイトからのワンタッチファームウェア更新
機能を提供します。警告：ソフトウェアの更新を選択した場合は、
プロセスを中断しないでください。

[メニュー ]アイコンをクリックして、セットアップモードを有効
にします。[セットアップ ]メニューが有効になったら、[左 ]< と 

[右 ] > の矢印を使用して、オプション間をスクロールし、[入力 ]

アイコンでオプションを選択あるいは選択解除し、[上 
ˆ

]および 

[下 
ˇ

]矢印でパラメータを調節します。メニューで 1つ前のレ
ベルに戻る（または [セットアップ ]メニューを終了する） には、必
要なメニューが表示されるまで [メニュー ]ボタンを繰り返し押
します。

セットアップ
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セットアップ

入力のセットアップ （5805）

入力セットアップ （5802）

Setup Menu Input Setup Set Input X
Input  B1 [analog XLR] Name=XXX
Volume  S1 (analog RCA) Offset=XXX
Power  S2 (analog RCA) SSP=On/Off
Display  Phono (analog) PCM Filter=XXX 
Advanced  C1 (digital coaxial) PLL Lock= Normal/Wide

 T1  (digital optical) Upsample=On/Off
 T2  (digital optical) DSD Filter= XXX
 USB BT Name
 BT  (Bluetooth) BT Pairing= Enable/Forget

Ph Balance= +/- 3dB
Infra Filt = On/Off
Phono Type= MM/MC 

Available for analog inputs 

Available for USB input 

Available for all inputs

Available for digital and 
Bluetooth inputs only

Available for Bluetooth 
input only

Available for phono input 
only

Setup Menu Input Setup
Input AES [Digital XLR] Set Input X
Volume  C1 (digital coaxial) Name=XXX
Power  C2 (digital coaxial) Offset=XXX
Display  T2  (digital optical) PCM Filter=XXX 
Advanced  T2  (digital optical) PLL Lock= Normal/Wide

 USB Upsample=On/Off
 BT  (Bluetooth) DSD Filter= XXX

BT Name
BT Pairing= Enable/Forget

Available for USB input 
Available for Bluetooth 

input only

Available for all inputsすべての入力で利用可能

USB入力で利用可能

すべての入力で利用可能

デジタルおよび Bluetooth 
入力でのみ利用可能

Bluetooth入力でのみ利用可能

アナログ入力で利用可能

USB入力で利用可能

フォノ入力でのみ利用可能

Bluetooth入力でのみ利用可能

B1 [アナログ XLR]

S1 （アナログ RCA）
S2 （アナログ RCA）
フォノ （アナログ）
C1 （デジタル同軸）
T1 （デジタル光学）
T2 （デジタル光学）
USB

BT （Bluetooth）

AES [デジタル XLR]

S1 （アナログ RCA）

C2 （デジタル同軸）
T2 （デジタル光学）

T2 （デジタル光学）

USB

BT （Bluetooth）
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以下の設定はすべての入力で利用可能です:
名前 : このオプションでは、選択した入力のプリセット名を指定す
ることができます （CD、SACD ™、DVD、Blu-ray ™、DAC、EQ、など）。
また、各入力につき、以下の名前が利用できます。

無効 : このオプションでは、選択した入力を利用可能な入力
のリストから除外します。入力をスクロールしている際に、こ
れらの入力はスキップされます。

カスタム : このオプションでは、選択した入力のカスタム名を
入力することができます。[選択 ]ノブを使用して、変更する
文字を選択し、[音量 ]コントロールで、利用可能な文字のリ
ストから選択し、[入力 ]ボタンを押して各文字を確定します。
9番目の文字を入力した後、新しい名前が保存されます。 

ブラウザセットアップページ方法: 
入力名を変更するもっとも簡単な方法は、
BSP の [ユーティリティ ]タブを選択する
ことです。

次のドロップダウンメニューから代替名  

（または [無効 ]、あるいは [カスタム ]） を
選択し、[OK]を押して保存します。 

[スタム ]を選択した場合は、テキストボッ
クスにカスタム名を入力した後、[OK]を押
して保存することができます。 

最初のドロップダウンメニューから名前を
変更する入力を選択します。これらの入力
ソースは背部パネルの入力ラベルに対応
しています。 

セットアップ
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オフセット : オーディオ機器の出力レベルは、ブランド別および
モデルによって異なる場合があり、機器によっては、他の機器よ
り再生音が大きい場合、あるいは小さい場合があります。このオ
フセット調節機能は、接続された機器がすべて同様の音量レベル
で再生されるように、ソース音量差を正確に補正することができ
ます。設定範囲は、–12.0dB～ +12.0dBで、0.5dBの単位が 1段
階となります。 

デジタルおよびBluetooth入力のみで利用可能な設定は以下の
とおりです。
PCM フィルタ : この設定では、CDプレイヤーからのデジタル出
力など、PCMデジタルコンテンツ向けのフィルタ特性を選定する
ことができます。通常聴くタイプの音楽などお好みの音楽で、い
くつかフィルタを試すことをお勧めします。選択に正しいも間違
いもありません。

利用できるフィルタは以下のとおりです。

• アポダイズ ファスト

• ハイブリッドファスト

• ブリックウォール

• ファストリニア

• スローリニア

• スローミニマム

• ファストミニマム

「ファスト」フィルタは、高周波数での急峻なロールオフとなり、
不要な高周波の「折り返し（エイリアス）」の発生をいっそう減衰
させることができます。ただし、その結果、信号の過渡時にリン
ギングが発生しやすい傾向にあります。

「スロー」フィルタでは、過渡時のリンギングは減少しますが、不
要な高周波数信号を減衰させる弱点があります。

「リニアフェーズ」フィルタでは、対称的なプリリンギングとポスト
リンギングが発生します。つまり信号過渡前後にリンギングが発
生します。

「ミニマムフェーズ」フィルタでは、信号の後でのみリンギングが
発生しますが、これはリスナーによっては自然音と感じられる場

合もあります。ただし、リンギング時間は「リニアフェーズ」フィル
タよりも長くなります。

「ハイブリッド」フィルタは、「リニアフェーズ」と「ミニマムフェーズ」
の特性の一部が融合され、プリリンギングを減らして高周波減衰
量を減衰させます。

「アポダイジング」は、「リニアフェーズ」特性と、プリリンギング・ポ
ストリンギング低減技術とが融合したフィルタです。

「ブリックウォール」フィルタは、不要な高周波数エイリアス信号
が減衰されることのみを目的に最適化されています。

アナログ入力 B1、S1、S2 （NO5805 のみ） には以下の設定が可
能です。

SSP: SSP設定では、マルチチャンネルサラウンドサウンドプロセ
ッサとの統合のために選択されたアナログ入力の構成を行いま
す。デフォルト設定は、「オフ」です。「オン」を選択すると、ユニテ
ィゲインで出力に信号を送り、音量調整が無効になります。（詳細
は、27 ページの SSPセットアップを参照してください。） 

PLL ロック: 
ノーマル – これは、PLLロックのデフォルト設定で、ほとんど
のソースに適切な設定です。

ワイド – ノイズや信号のドロップアウトがある場合にこの設定
を選択します（ケーブル TV上の機器など高ジッタ発生源によ
る可能性が最も高い）。 

アップサンプルオン/オフ:
「アップサンプリング」は、デジタルオーディオ信号の実効
サンプリングレートを向上させるプロセスです。ユーザーが 

N05805/N05802 でこのオプションを選択すると、44.1、88.2、ま
たは 176.4kHz での信号が 352.8kHz までアップサンプリング
され、48、96、および 192kHz での信号が 384kHz までアップ
サンプリングされます。これらの低解像度信号は本来、毎秒
のサンプル数が少ないため、より高解像度信号に存在する追
加のサンプルを完全に再生成することは、理論上はできませ
ん。ただし、N05805/N05802 の高度アップサンプリングアルゴ
リズムでは、これらの追加データポイントに非常に高度に近
づけることができるため、ほとんどのプログラム素材で、優れ

セットアップ
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た主観的改善効果を提供します。ユーザーによるデジタルフ
ィルタの選択と同様、アップサンプリングを有効にするか無効
にするかについても、どちらが「正しい」あるいは「間違ってい
る」ということはありません。これは完全に好みの問題です。

「オフ」を選択すると、オリジナルのサンプリングレートが維持
されます。

BT ペアリング: 
[有効 ]を選択し、[入力 ]を押して、Bluetoothのペアリング
を開始します。Bluetoothデバイスでもペアリング手順を開始
します。デバイス上に、ML580X の名前に続き、各機器に一意
な 4桁の識別番号が表示されます。これを選択してペアリン
グを完了します。

[解除 ]を選び、ペアリングを解除し、デバイス情報を消去します。

BT名: 
ここではペアリングをスキャンしたときに Bluetoothプレイヤ
ーに表示されるBluetooth名が表示されます。この名前を変
更することはできません。

以下の設定は、非同期USB入力のみで利用できます。
DSDフィルタ : DSDフィルタの設定では、DSD高解像度デジタ
ルコンテンツ向けのローパスフィルタ特性を設定することができ
ます。47kHz、50kHz、60kHz または 70kHzで始まるロールオフ
特性から選択できます。様々なロールオフ特性の可聴効果は微
妙であり、音楽コンテンツのタイプやお使いのスピーカーやヘッ
ドフォンの高周波帯域幅によっても異なります。ご自分に最適な
サウンドを生み出す DSDフィルタ設定を、いろいろ試しながら探
ってください。 

以下の設定は、NO5805 のフォノ入力でのみ利用できます。
カートリッジタイプ : カートリッジの種類を、ムービングマグネット 

（MM） か、ムービングコイル (MC） にするかを選択します。 

超音速フィルタ : このオプションでは、超音速「ランブル」フィル
タをオンまたはオフに設定します。

バランス : このオプションでは、-3dB ～ +3dB までのフォノ入力
に対して 0.5dBの単位でバランス調節を行います。

注意：すべてのソースコンポーネントを N05805/N05802 

に接続した後、[セットアップ ]メニューで、使用していな
いすべての入力名を「Disabled」に設定することをお勧め
します。この設定によって、利用可能な入力のリストから
未使用入力が除外されるため、ソース選択がより迅速に
便利になります。 

セットアップ
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音量

Setup Menu Volume
Input Max-XXX
Volume Mute=XXX
Power Turn On=XXX
Display Taper=XXX
Advanced

音量設定では、N05805/N05802の音量とミュート機能の動作をカ
スタマイズすることができます。

最大音量：この設定では、最大音量レベルを 40.0dBから 80.0dB

までの間で 0.5dB単位で設定します。工場出荷時のデフォルト最
大音量は 80.0dBです。お使いのスピーカーの可聴音に歪みが
出る少し下の音量に設定します。 

ミュート : この設定では、[ミュート ]ボタンを押す際のスピーカ
ー出力およびライン出力レベルの減衰量を –10dBから –80.0dB

までの間で 0.5㏈単位で設定します。工場出荷時のデフォルト消
音減衰設定は –40dB です。 

電源オン : ここでは、電源をオンにした際の初期音量を設定しま
す。電源をオンにした時の音量レベルを 10.0dBから 60.0dBま
での間で 0.5㏈単位で、選択します。工場出荷時のデフォルト設
定は 40.0dBです。

最新 : 選択すると、電源オン時の音量レベルが最後に使用した際
の音量レベルに設定されます。 

警告：この電源オンのパラメータを「Last」に設定すると、最後に
電源を切ったときに NO5805/N05802 が高音量に設定されてい
た場合、電源オン時の音量が予想以上に大きな音量となる場合
があります。

テーパー : この設定では、以下のオプションから、音量のコントロ
ールで利用したいテーパを選択することができます。

モード 1: 音量ノブを速く回転させるほど、音量が変化する速
度が早くなります。ノブをゆっくり回すと、音量の変化速度も
遅くなり、リスニングレベルを正確に調節できます。 

モード 2: 「Mode 1」と同様ですが、レスポンスカーブが「より速く」、
ノブの同様の範囲での移動に対してゲインの変化が大きくな
ります。

モード 3: 音量を上げる際、小さい音量範囲では音量がすば
やく変化し、高い音量では減速して精密な調整を行うことが
できます。音量を下げる際は、これとは反対の制御が働き、高
音域では音量変化が早く、低音域では減速します。 

セットアップ
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電源
Setup Menu Power
Input Standby = XXX
Volume Auto Off= On/Off
Power
Display
Advanced

「電源」パラメータでは、電源関連の機能をカスタマイズする
ことができます。

スタンバイモード : このこでは、[スタンバイ ]モードを以下のオ
プションのうちの 1つに指定することができます。

グリーン : グリーンモードでは、ほぼすべての N05805/N05802

の回路の電源を落とし、信号、5V～ 12Vトリガあるいは
[Standby]ボタンを押したときのみ、本機をオンにすることが
できます。このモードは最大レベルの電力節約となります。、
工場出荷時のデフォルトのスタンバイモードです。 

省電力モード : この省電力モードでは、N05805/N05802 のオ
ーディオ回路の電源を落としますが、コントロール回路に電
力が供給されたままで、いずれかのコントロール入力からの
コマンドを受信できる状態にあります。このモードでは、中程
度の電力節約となります。

通常モード : この通常モードでは、ディスプレイの電源が落と
され、オーディオ出力をミュートにしますが、コントロール回路
およびオーディオ回路すべてに電源が供給されます。このモ
ードでは、電力の節約は最小限となりますが、常に最適なパフ
ォーマンスを提供するために、オーディオ回路はウォームアッ
プ状態にしたままにすることができます。

自動オフ : この設定では、自動オフ機能を作動または作動解除
に設定します。作動を指定すると、20分間使用されない（オーデ
ィオ信号がないかユーザーのコントロール入力がない）場合に、
N05805/N05802は [Standby]モードになります。

ディスプレイ
Setup Menu Display
Input Auto Off = On/Off
Volume Timer = 10s/3s
Power
Display
Advanced

「ディスプレイ」機能では、フロントパネルディスプレイを常時オ
ンにするか、選択可能な一定時間が過ぎるとオフにするかを選択
します。 

自動オフ : 自動オフをオフに選択した場合、本機がリスニングモ
ードである限りディスプレイが点灯したままになります。自動オフ
をオンに設定すると、3秒、5秒または 10秒後にディスプレイが
オフになります。

タイマー : タイマーでは、ディスプレイが 3秒、5秒、または 10秒
後のうち、どの時点でオフになるかを設定します。

セットアップ
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詳細設定
Setup Menu Advanced
Input Firmware
Volume Config
Power Network
Display Trigger
Advanced Front IR

[セットアップ ]メニューの［詳細］セクションからは、様々な
構成、管理設定および機能にアクセスすることができます。

ファームウェア : このメニューでは、以下のファームウェア関連
の機能にアクセスします。

バージョン : [入力 ]を押して、現在作動中のファームウェアのバ
ージョンを表示します。[入力 ]を 1秒間押すと、バージョンの日
付が表示された後、自動的にスクロールして更新パッケージの個
別コンポーネントのバージョンが表示されます。（この設定画面
では情報が提示されるのみで、ユーザー側の調整機能はありま
せん。）

お使いの機器のファームウェアが最新かどうかをチェックするに
は、www.MarkLevinson.comで N05805/N05802の製品ページを
開き、［ダウンロード ］タブを選択して最新のファームウェア更新
ファイルを探します。より新しいバージョンがある場合は、下記オ
プションのうちいずれかを使用して、お使いのアンプの更新を行
うことができます。お使いの機器のファームウェアのバージョン
が webサイトに記載と同じ場合は、特に作業は必要ありません。

セットアップ

ブラウザセットアップページの方法:
ブラウザセットアップページで [詳細更新 ]タブを選択し、ページ下部の [FTPサイトに移動 ]ボタンを押して、利用可能なダウンロ
ードのリストを確認します。各 txtファイルをクリックし、それぞれのタイプのソフトウェアのバージョンを確認します。
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更新 : N05805/N05802 のファームウェアは、背部パネルの USB 

ポートに挿入したドライブまたは webブラウザのどちらで、更新
することができます。（ブラウザ接続に関するガイドは、15ペー
ジのブラウザセットアップページ（BSP）をご覧ください。） 

ENET: お使いの N05805/N05802 がホームネットワークに接続さ
れている場合は、こちらを選択してください。本機がマークレビン
ソンのサーバーにアクセスして、最新のファームウェアをダウン
ロードします。ダウンロードおよびインストールのプロセスには
少なくとも 15分が必要です。また、プロセスを中断しないでくだ
さい。本機のオペレーティングファイルのダウンロードとインスト
ールには数ステップあり、その間、[スタンバイ ]モードのオン・オ
フが繰り返されます。しばらくお待ちください。プロセスがほとん
ど終了した時点で、「起動しています…」、その後、「N05805の起
動を準備しています…」、「ファームウェアバージョン [番号 ]（ファ
ームウェアバージョン）…」、「起動準備中です ..」の順で表示され
ます。その後、本機は [スタンバイ ]モードになります。スタンバ
イ の LEDが点滅し始めたら、本機がオンになるまでお待ちくだ
さい。しばらくお待ちください。 

（本機がネットワークに接続されていない時に ［ENET］を選択す
ると、ディスプレイには「失敗しました」が表示され、ネットワーク
への接続とファームウェアのダウンロードの作業に関する通知が
表示されます。）

フラシュドライブから更新する :

1. MarkLevinson.comの製品ページからファームウェアファ
イルをダウンロードし、USBドライブに保存します。

2. USBを選択し、[入力]を押します。

3. N05805/N05802 が USB ドライブを読み込みます。(ドライブ
を読み込んでいる間、ディスプレイには「更新をチェック」と
表示されます。)

4. N05805/N05802 がドライブに有効なファームウェアファイ
ルを見つけた場合、ディスプレイには「ダウンロード中」と
表示されます。

• N05805/N05802 がドライブに有効なファームウェアファ
イルを見つけることができない場合は、ディスプレイに
「利用できません」と表示されます。

インストール プロセスには少なくとも 15分かかります。中断
しないでください。.本機のオペレーティングファイルのダウン
ロードとインストールには数ステップあり、その間、[スタンバイ ]

モードのオン・オフが繰り返されます。しばらくお待ちください。
プロセスがほとんど終了した時点で、「起動しています…」、その後、
「N05805 (または N05802) を開始しています…」、「ファームウ
ェアバージョン [番号 ]…」、「起動しています ..」の順で表示さ
れるので、終了が確認できます。その後、本機は [スタンバイ ]

モードになります。スタンバイ の LEDが点滅し始めたら、本機
がオンになるまでお待ちください。しばらくお待ちください。 

セットアップ
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ブラウザーの方法:
お使いの機器がインターネットアクセスで
きるネットワークに接続されていることを
確認してください。画面の［ホーム］タブを
選択します。［ソフトウェア更新］タブをクリ
ックします。確認を求められます。［OK］を
押すと、本機の更新シーケンスがはじまり
ます。しばらくお待ちください。この間、中
断しないでください。これには最大 15分
かかる場合があります。終了したら、本機は 

スタンバイモードに戻ります。［取消］をクリ
ックして、ホームページに戻ります。

詳細更新: 
詳細更新ページ機能は、FTP サーバー、
USB ドライブまたはお使いの PC ハードド
ライブから降個別のソフトウェアファイル
をアップロードするのに使用します。エンド
ユーザーにこのページの使用が必要なこ
とはほとんどありません。このページへの
アクセスは、訓練を受けた設置者またはサ
ービスプロフェショナルが行ってください。

セットアップ



26 N05805 / N05802 インテグレーテッド･アンプ  /  オーナーズ マニュアル

構成 : このメニューグループからは、セットアップ構成設定のロッ
ク、復元、インポートまたはエクスポートが可能です。

構成のエクスポート : ［入力］を押して、すべてのセットアップ
構成情報を、リアパネルの USB ポートに挿入したサムドライ
ブにエクスポートします。その後、このデータは、他の N05805/
N05802 機器の構成、あるいはお使いの機器をすぐに再構成で
きるように、バックアップ機能として使用することができます。
機器の構成が希望どおり正確に完了したら、不測のイベントに
よりお使いの構成設定が消去されないように、構成エクスポー
トファイルをサムドライブに保存することを強くお勧めします。 

構成のインポート : ［入力］を押して、すべてのセットアップ構
成情報を、リアパネルの USB ポートに挿入したサムドライブ
にインポートします。

構成ロック : ロックをかけ、セットアップパラメータが偶然変更
されるのを防止します。工場出荷時のデフォルト設定はオフです。

構成の復元 : すべての N05805/N05802 パラメータを各工場
出荷時のデフォルト状態に復元します。

ネットワーク : このメニューから、以下のネットワーク関連パラメ
ータにアクセスできます。これは、お使いの機器をネットワークに
接続して PC またはタブレットから制御部およびセットアップにア
クセスしたい場合に便利です。

名前 : お使いの N05805 ネットワーク名が N5805XXXX 形式  
(X は、機器の一意 MAC アドレスの最後 4文字を表します ) で
表示されます。入力選択制御を使用して、変更する文字を選択、
音量調節を使用して、利用可能な文字間をスクロールします。 

現在のゲートウェイ : ゲートウェイ IP アドレスが表示されま
す。この設定では情報が提示されるのみで、ユーザー側で調
整できません。

DHCP: DHCP モード (ネットワーク自動構成 ) をオンまたは
オフに切り替えることができます。工場出荷時のデフォルト
動作はオンです。このモードがオフに設定されている場合、
N05805/N05802 のスタティック PC およびサブネットアドレス
を指定することができます。最新更新 (DHCP がオンに設定
されている場合のみ利用可能 ) を選択すると、DHCP 構成が
最新に更新され、お使いの N05805/N05802 に新しいアドレス
が割り当てられます。この機能は、ネットワーク接続のトラブ
ルシューティングのときに役立つ場合があります。

現在の IP: 工場出荷時に (あるいは DHCP または手動で設
定した ) お使いの N05805/N05802 に割り当てられている現
在の IP アドレスが表示されます。この番号を、インターネット
に接続されたブラウザーのアドレス (URL) ラインに入力しま
す。(この設定では情報が提示されるのみで、ユーザー側で
調整できません。)

現在のサブネット : (DHCP または手動設定で ) お使いの 
N05805/N05802 に割り当てられた現在のサブネットアドレス
が表示されます。(この設定では情報が提示されるのみで、ユ
ーザー側で調整できません。)

トリガー : この設定では 12V トリガーの構成を行います。注意：ト
リガー入力を使用すると、［Standby］ボタンが無視されます。 

モード : これらの選択では、12V トリガー信号がどのように送
受信されるかを確定します。

通常モード : デフォルト設定は他のほとんどのコンポーネ
ントに有効です。

パルス : 製品 (以前の Mark Levinson コンポーネントのい
くつか ) によっては、パルストリガー信号が必要なものがあ
ります。

シアター : N05805 の電源をオンにすると、SSP モード向け
に構成された入力が自動的に選択されます。

オフ : トリガー入力 /出力接続を無効にします。

遅延 : この設定では、トリガー信号がトリガー出力ジャックの
通過を待機するスタンバイモードの完全終了後の時間長を
決定します。選択できるのは 0 ～ 10 秒の間で、デフォルトで
は 0 になっています。注記 : N05805/N05802 がスタンバイモ
ードになり、終了するまで数秒かかる場合があるため、ネットト
リガー遅延時間は選択した数値より長くなります。

フロント IR: このメニューでは N05805/N05802 のフロント IR 受
信機をオンまたはオフにできます。リアパネルの IR 入力を使用
する場合は、フロント IR 受信機をオフにしてください。IP または 
RS232 からサードパーティ制御を使用し、IR で制御しない場合は、
IR 制御をオフにすることをお勧めします。

増幅器を有効にする : オフを選択すると、プレアンプまたはヘッ
ドフォンアンプとしてのみ機能するように、本機の増幅器セクショ
ンはオフになります。デフォルト値はオンです。

セットアップ
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サラウンドサウンドプロ背さー (SSP) のセットアップ
(N05805 にのみ適用 )

SSP (サラウンドサウンドプロセッサー ) モードでは、N05805 を多
チャンネルホームシネマシステムにシームレスに統合できます。
このモードをオンにすると、アナログ入力はいずれも、サラウンド
サウンドプロセッサー入力として指定できます。SSP モードを有
効にすると、N05805 の音量調節は無効になり、レベルがユニティ
ゲインで固定されます。これで、サラウンドサウンドプロセッサー
が、システムの他の機能と連携して N05805 が電源となる左右ス
ピーカーの音量を調節できるようになります。このモードで実行
し、サラウンドサウンドプロセッサーに保存した室内修正 EQ およ
びレベル校正は、変更されずそのまま維持されます。 

警告：SSP モードにする前に、お使いのサラウンドサウンドプロ
セッサーの音量を末端まで下がっていることを確認してくださ
い。音量は必要にあわせて少しずつ上げ、校正を行ってください。

先に、セットアップモードにして、SSP に使用するアナログ入力に
移動し、オンを選択します。N05805 をサラウンドサウンドプロセッ
サーと接続します (次ページのイラスト参照 )。

1. N05805 および関連するコンポーネントがすべて電源オフ
で、電気コンセントから外してあることを確認してください。

2. サラウンドサウンドソースコンポーネントの出力コネクター
をサラウンドサウンドプロセッサーの入力コネクターに接
続します。例えば、ソースコンポーネントが Blu-ray ディス
クプレイヤーの場合、サラウンドサウンドプロセッサーの対
応する入力コネクターに接続します。

3. プロセッサーのフロント左右出力コンポーネントを N05805 

の所定アナログ入力コネクターに接続します。パフォーマ
ンスを最適にするため、可能な場合、バランス接続を使用
してください。注記: SSP 操作に選択した入力を “Theater” 
や “Movies” などの名前に変更することをお勧めします。 

4. プロセッサーのセンター、サラウンドおよびサブウーファ出
力コネクターを、指定した電力増幅器の対応する入力コネ
クターに接続します。

5. N05805 のスピーカー出力をシステムのフロント左右（主）
スピーカーに接続します。

6. サラウンドプロセッサーの指示にしたがって、システム校正
を行います。 

7. 多チャンネルソース内容を聴く場合は常、指定したアナロ
グ入力を選択してください。 

セットアップ
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トラブルシューティング
保護回路不良
N05805/N05802 に破損状態になる可能性がある場合、内蔵の保護回路構成が増幅器をシャットオフにして、フロントパネルディスプレイ
には、下記のエラーメッセージのいずれかが表示されます。対処方法 欄の指示にしたがって、その状態を修正してから、N05805/N05802 

を再試行してください。

エラーメッセージ 問題 対処方法

警告: DC が [左/右] チャンネルで検
出されました

表示された増幅器チャンネルが出力
に、スピーカーを破損する可能性が
ある DC を検出しています。

主電源から AC 電源コードを抜いてください。10秒経ってから、電源コ
ードをもう一度差し込んでください。エラーメッセージが消えない場合
は、Mark Levinson 取扱店または Mark Levinson カスタマーサービス
までお問い合わせください。

警告: 過温 [左/右] 増幅器チャンネルが熱制限値を超え
ていることを表します。

本機の温度が下がるまで 10 ～ 15 分お待ちください。［Standby］ボタ
ンを押します。エラーメッセージが消えない場合は、お使いの機器が十
分換気されていない可能性があります。換気できるように、増幅器をも
っと開放された場所に移動させてください。問題が解消されない場合
は、Mark Levinson 取扱店または Mark Levinson カスタマーサービス
までお問い合わせください。

警告: [左/右] チャンネルで過電流 表示された増幅器チャンネルが電流
制限値を超えています。

主電源から AC 電源コードを抜いてください。10秒経ってから、電源コ
ードをもう一度差し込んでください。エラーメッセージが消えない場合
は、電源コードをもう一度抜き、影響を受けたチャンネルのスピーカー
ワイヤを本機から外します。10 秒経ってから、AC 電源コードをもう一
度差し込みます。エラーメッセージが消えない場合は、Mark Levinson 
取扱店または Mark Levinson カスタマーサービスまでお問い合わせ
ください。

お使いの機器がホームネットワークに接続されている場合は、PC またはタブレットを使用して Web ブラウザーから N05805/N05802 の 

GUI にアクセスしてください。ユーティリティページの右側には、作動温度（摂氏表示）を含む、各ステータスインジケータを表す赤色ベ
ルアイコンが表示されます。インジケータをみて、「不良履歴」ファイルを開きます。このデータは、あなたまたは技術者が増幅器の不具
合あるいは不良状態を診断するのに役立つ場合があります。

トラブルシューティング
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電源が入らない
電源コードをチェックし AC メインコネクターと、通電し、スイッチが入っていない電気コンセントの両方に差し込まれていることを確認します。 

リアパネルの主コンセントにつながるメインヒューズをチェックします。

電気遮断機をチェックし、N05805/N05802 が接続された電気コンセントに電気が供給されていることを確認します。

N05805/N05802 がスタンバイモードになっていないことを確認します。フロントパネルのスタンバイ LED は N05805/N05802 がオンのときは、完全点灯
した状態になっています。LED は N05805/N05802 が スタンバイモードになっているときは、ゆっくり点滅しています。

リモートコントロールが作動しない
リモートコントロール IR 送信機と N05805/N05802 フロントパネルディスプレイの IR 受信機の間に障害物がある場合は取り除いてください。

メニューをチェックして、フロントパネルの IR が無効になっていないことを確認します。

リアパネルの IR 入力コネクターが使用されていないことを確認します。

リモートコントロールが N05805/N05802 のフロントパネルから17 ft（5m）の範囲内、また角度45°の範囲の位置にあることを確認します。 

N05805/N05802 のフロントパネルディスプレイの IR 受信機が強力な日光、ハロゲンランプ、または蛍光灯に当たっていないことを確認します。 これが 
IR 受信性能の信頼性低下の原因となる場合があります。

リモートコントロールのバッテリを交換します。

スピーカーまたはライン出力に信号がない
すべてのオーディオケーブルをチェックし、N05805/N05802 とすべての関連コンポーネントとの間の接続に問題がないかを確認します。

スピーカーケーブルをチェックし、N05805/N05802 とスピーカーとの間の接続に問題がないかを確認します。

接続されたスピーカ－の1つをを別の増幅器（ある場合）に接続した場合、そのスピーカーが正常に作動するかを確認します。

音量が可聴レベルに設定されていることを確認します（30ではじめ、そこからゆっくり上げる）。

消音が無効になっていることを確認します。消音モードのとき、フロントパネルに「ミュート」 の語が表示されます。［ミュート］ボタンを押して、通常操作
に戻ります。

選択した入力のオフセット設定により音量が非可聴レベルに下がっていないことを確認します。詳細は、セットアップ/入力を参照してください。

すべての関連コンポーネントが通電した電気コンセントに接続され、電源がオンになっていることを確認します。

選択した N05805/N05802 入力に接続されたソース機器が出力信号を発していることを確認します。

「確認できない」入力
選択した入力の名前パラメータが ［セットアップ］メンヒューで無効に設定されていないことを確認します。(詳細は、18 ページのセットアップ/入力/を
参照してください。)

トラブルシューティング
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オーディオからハミングサウンドが出る
コンポーネントを1つずつ外して、問題を解決します。

問題のコンポーネントを特定したら、接地が適切か、N05805/N05802 と同じ電気回路に接続されているかを確認します。

音量を最大に設定することができない
［セットアップ］メニューで最大音量レベルを設定することができます。この設定がなされている場合、N05805/N05802 が最大音量レベル 80.0 になるの
を防止する場合があります。(詳細は、 21ページの、セットアップ/音量/最大音量を参照してください。)

フロントパネルディスプレイが作動しない
リモートまたはフロントパネルボタンを押して、オフモードからディスプレイを復元します。(詳細は、22ページのセットアップ/ディスプレイ/自動オフを
参照してください。)

イーサネットから接続されない
イーサネットケーブルがルーター、スイッチまたはハブと、N05805/N05802 との間で正しく接続されていることを確認してください。

ルーター、スイッチまたはハブの製造年を確認してください。ルーター、スイッチまたはハブの製造年が10年以上前の場合、N05805/N05802 との通信に
問題がある可能性があります。本機の電源を切ってもう一度入れ直し、ネットワークと N05805/N05802 との間で新しいルーター、スイッチまたはハブを
使用してください。

他のすべてで不具合が発生する場合…
電源コードを抜いて N05805/N05802 の電源を切ってもう一度入れ直し、少なくとも 10 秒経ってから、電源コードをもう一度接続します。 

工場出荷時のデフォルト設定を復元します (26ページのセットアップ/詳細/構成復元を参照してください)。

Mark Levinson の正規取扱店にお問い合わせください。

Mark Levinson カスタマーサービス宛に、888-691-4171 までお電話にてお問い合わせいただくか、www.marklevinson.com をご覧ください。

トラブルシューティング
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仕様

アナログラインステージ (№5805 のみ)

ライン入力インピーダンス： バランス (XLR): 20kΩ; シングルエンド (RCA): 10kΩ

音量調節: バランス、電圧モード、デジタル制御抵抗器ネットワーク

ゲイン: 8.5dB 最大

出力インピーダンス: 55Ω

出力過負荷: >4.5V RMS

周波数応答: 20Hz ～ 20kHz、±0.03dB、<2Hz ～ 210kHz、 +0.1/–3dB (ユニティゲイン音量設定時)

全高調波歪み: <0.01%、1kHz、<0.03%、20 kHz、2V RMS 出力 (ユニティゲイン音量設定)

S/N比: >96dB (20Hz ～ 20kHz、平均加重)、>93dB (20Hz ～ 20kHz、広帯域、加重なし) (Referred to 2V RMS 出力参照、ユニ
ティゲイン音量設定時)

入力感度: スピーカー出力 2.83V RMS のライン入力 53mV RMS、最大音量設定

システムゲイン: 34.5dB、スピーカーへのライン入力、最大音量設定

フォノステージ (№5805 のみ)

RIAA 周波数応答: 20Hz ～ 20kHz、±0.3dB

超音速フィルタ: セレクタブル; 20Hz、1次 (6dB/オクターブ)

可動式マグネットモード

入力抵抗: 47kΩ

入力容量: セレクタブル、20、70、120、170pF

ゲイン: 1kHz で 39㏈

全高調波歪み: <0.01%、1kHz、2V RMS 出力、<0.05%、20kHz、2V RMS 出力

S/N比: >90dB (20Hz ～ 20kHz 平均加重、2V RMS 出力参照);
>78dB (20Hz ～ 20kHz、広帯域、加重なし、2V RMS 出力参照)

最大入力レベル: 1kHz で >190mV、20kHz で >1.6V

仕様
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可動式コイルモード

入力抵抗: セレクタブル、37Ω ～ 1000Ω

ゲイン: 1kHz で 69㏈

全高調波歪み: <0.01%、1kHz、2V RMS 出力、<0.06%、20kHz、2V RMS 出力

S/N比: >71dB (20Hz ～ 20kHz 平均加重、2V RMS 出力参照)、
>66dB (20Hz ～ 20kHz、広帯域、加重なし、2V RMS 出力参照) 

最大入力レベル: 1kHz で >6.5mV、20kHz で >19mV

D/Aコンバーターステージ

出力電圧: 最大音量/フルスケールで 5.7V RMS (0dBFS)

周波数応答: 20Hz ～ 20kHz、+0/–0.05dB (44.1kHz/16 ビット信号)、20Hz ～ 20kHz、+0/–0.02dB (192kHz/24 ビット信号)

全高調波歪み: <0.0025%、20Hz ～ 20kHz、3V RMS 出力時 (192kHz/24 ビット信号)、
<0.003%、20Hz ～ 20kHz、3V RMS 出力時 (44.1kHz/16 ビット信号)、
<0.006%、90kHz、3V RMS 出力 (192kHz/24 ビット信号)

S/N比: >100dB (20Hz ～ 20 kHz、192kHz/24 ビット信号、平均加重)、
>98dB (20Hz ～ 20 kHz、192kHz/24 ビット信号、広帯域、加重なし)、
>94dB (20Hz ～ 20 kHz、44.1kHz/16 ビット信号、平均加重)、
>92dB (20Hz ～ 20 kHz、44.1kHz/16 ビット信号、広帯域、加重なし)
3VRMS 出力参照

サンプルレート/ビット深さ： PCM: 32、44.1、48、88.2、96、176.4、192、352.8、または 384kHz、最大 32 ビット、DSD: ネイティブまたは DoP、シング
ル、ダブル、またはクアッドスピード (2.8、5.6、または 11.2MHz)

デジタルプロセッシング: フル MQA デコーディング、PCM: 7個のユーザーセレクタブルデジタルフィルター設定、352.8/384kHz へのユーザ
ーセレクタブルアップサンプリング DSD: 4個のユーザーセレクタブルデジタルフィルター設定

ヘッドフォン出力

全高調波歪み: <0.04%、20Hz および 1kHz、2V RMS 出力、30Ω 負荷、<0.10%、20kHz、2V RMS 出力、30Ω 負荷

出力過負荷: >3.3V RMS、30Ω 負荷

S/N比: >91dB (20Hz ～ 20kHz、平均加重、2V RMS 出力参照)、>87dB (20Hz ～ 20kHz、広帯域、加重なし、2V RMS 出力参照

出力インピーダンス: <2.5Ω、20Hz ～ 20kHz

仕様
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増幅器セクション

周波数応答: <2Hz ～ 20kHz、+0/–0.2 dB、<2Hz ～ 100kHz、+0/–3dB

S/N比: >103dB (20Hz ～ 20 kHz、平均加重)、>100dB (20Hz ～ 20 kHz、広帯域、加重なし) 

全高調波歪み + ノイズ: 1kHz で <0.035%、125W、8Ω、20kHz で <0.18%、125W、8Ω

出力電力: 8Ωでチャンネルごとに125W RMS、20Hz ～ 20kHz 

出力インピーダンス: <0.098Ω、20Hz ～ 10kHz、20kHz で <0.11Ω 

ダンピングファクター: >82、20Hz ～ 10kHz、20kHz で >72 (すべて8Ω参照)

全般

アナログ入力コネクター  
(№5805 のみ): 

バランスラインレベル入力 (XLR) 1ペア、シングルエンドラインレベル入力 (RCA) 2ペア、シングルエンド可動式
コイルフォノ入力 (RCA) 1ペア、シングルエンド可動式マグネットフォノ入力 (RCA) 1ペア

デジタルオーディオコネクター: 光学デジタル入力 (Toslink) x 2、非同期 USB デジタル入力 (USB-B) ｘ 1 №5805: 同軸デジタル S/PDIF 入力 
(RCA) ｘ 1、№5802: 同軸デジタル S/PDIF 入力 (RCA) ｘ 2、№5802：バランスデジタル AES/EBU 入力 (XLR) ｘ 1

出力コネクター: シングルエンドラインレベル出力 (RCA) 1ペア、スピーカー出力 2ペア (バナナソケット付き高電流電極
柱、¼”/6.3mm スペーシング最大厚さ ⅛”/3mm のくわ形受入ラグ)

制御コネクター: RS-232 ポート ｘ 1 (DB9 コネクター)、IR 入力 ｘ 1 (⅛”/3.5mm 電話機ジャック)、プログラマブル 12V DC トリガ
ー出力 ｘ 1 (⅛”/3.5mm 電話機ジャック)、100mA 最大、プログラマブル 12V DC トリガー入力 ｘ 1 (⅛”/3.5mm 
電話機ジャック)、イーサネットポート ｘ 1 (RJ-45 コネクター)

主電圧: 100VAC、115VAC、または 230VAC、工場出荷時の設定

電力消費: スタンバイ、「グリーン」モード: <0.4W、スタンバイ、「省電力モード」: 7W、№5805: スタンバイ、「ノーマル」モー
ド: 70W、№5802: スタンバイ、「ノーマル」モード: 45W、№5805: 電源オン、静止: 120W、№5802: 電源オン、静
止: 95W、№5805: 電源オン、両チャンネル ⅛ 定格出力: 240W、№5802: 電源オン、両チャンネル ⅛ 定格出力: 
215W、電源オン、最大: 500W

寸法/重量 (単位): 高さ: 5.72”/145mm、高さ（基台を含まない）: 5.25”/133mm、幅: 17.25”/438mm、奥行: 19.98”/507mm、 
重量 (№5805): 62 lbs/28.1kg、重量 (№5802): 61 lbs/27.6kg

寸法/重量 (パッケージを含む): 高さ: 13.0”/330mm、幅: 24.0”/610mm、奥行: 28.0”/711mm、重量 (№5805): 73 lbs/33.0kg、重量 (№5802):  
72 lbs/32.6kg

仕様
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